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奈良県における自転車施策
～京奈和自転車道とサイクルツーリズムの取組～

奈良県　県土マネジメント部　道路建設課

１．奈良県の概要

奈良県は、近畿の屋根といわれる山岳地帯を南部に持ち、我が国のほぼ中央部、紀伊半島の真ん中に位
置し、周辺を山岳に囲まれた内陸県です。面積は 3,691km2、人口は約 132 万人であり、ともに全国の約
1%を占めています。
奈良時代には都がおかれていたこともあり、世界遺産は、3件登録されています。さらに平成 19 年には、

「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産郡」が登録を目指す暫定リストに追加されています。また、国宝・重
要文化財の件数は 1,328 件で、貴重な歴史・文化財が数多く有り、全国的にも歴史的観光資源に恵まれた
県です。

２．奈良県の自転車施策の概要

本県では、平成 22 年 12 月に「奈良県自転
車利用促進計画」を策定し、安全で快適で
わかりやすい自転車利用ネットワークを構
築するため、旧街道、山麓、河川沿いの道
路を積極的に活用した全長 600kmに及ぶ「奈
良まほろばサイク∞リング（ならクル）」の
整備を行いました。
さらに、平成 27 年度からは、京都嵐山
から奈良を通り、和歌山港に至る全長約
180km の「京奈和自転車道」の整備を行っ
てきました。さらに、令和 3年度からは、「奈
良県自転車活用推進計画」（令和 2年 3 月策
定）に位置づけている広域的な周遊観光サ
イクルルート「世界遺産周遊サイクルルー
ト」として、古都奈良エリア、法隆寺エリア、
飛鳥・藤原エリアの世界遺産等、県内の観
光地を周遊する自転車ルートの整備に着手
しています。

図 2-1．奈良県内サイクリングルート図
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３．京奈和自転車道を走る

京奈和自転車道は、京都府、和歌山県と連携し、平成 27 年度から整備に取り組んでいます。京都府域
は、京都嵐山から桂川と木津川沿いを走行する約 45kmのルートで、奈良県域は、奈良市から五條市の約
75kmのルートとなっています。さらに和歌山県域は、橋本市から紀の川沿いに和歌山港に至る約 60km
のルートとなっています。奈良県域は、先行して整備された京都府域、和歌山県域と違い、ルートが繋がっ
ていない区間があったことから、平成 27 年度から河川堤防を活用したルート等の整備を進めてきました。
そして、令和 2年度に、未整備区間であった奈良市から大和郡山市および川西町の区間の整備が完了し、
令和3年4月から全長約180kmの京奈和自転車道を走り抜けられるようになりました。また、全線が繋がっ
たことから、京奈和自転車道の全容が分かるルート図や京奈和自転車道周辺の名所等を掲載した「サイク
リングマップ 京奈和自転車道　奈良エリア」を作成しました。マップには、サイクルステーションなど、
サイクリストへのおもてなしサービス情報等も掲載しています。

図 3-1．京奈和自転車道の概要

図 3-2．京奈和自転車道サイク
リングマップ
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４．世界遺産周遊サイクルルートの整備

令和 3年度からは京奈和自転車道を軸に、古都奈良エリア、法隆寺エリア、飛鳥・藤原エリアの世界遺
産等を巡る「世界遺産周遊サイクルルート」の案内サイン整備を進めています（図 4－ 1）。
このサイクリングルートは、沿道景観等を楽しむことができる「ならクル」、京都や和歌山からサイク
リストを呼び込む「京奈和自転車道」のルートを活用した 1周約 70kmの環状ルートであり、サイクリス
トに必要な施設であるトイレ・休憩所、サイクルステーションの設置状況を踏まえて設定しています。ま
た、案内誘導サインは世界遺産をイメージしやすい紫色を基調とし、ロゴマークやピクトを活用したわか
りやすい新たなデザインを採用しています。
古都奈良を楽しめるサイクリングルートの整備を進めていきます。

図 4-1．世界遺産周遊サイクルルートの概要
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５．サイクルツーリズム推進のための取組

本県では、サイクリストが快適に奈良を楽しんでいただけるように、「おもてなし（サポート）」していた
だける企業・団体を「ならクル・サポーター」として認定し、自転車利用環境の向上にも取り組んでいます。
県内には自転車の周遊観光拠点であるサイクルステーションを 3箇所整備しており、自転車のメンテナ
ンススペースやシャワー施設の利用や観光情報の提供などを行っています。
また、平成 23 年度からは、サイクリストの宿泊観光を拡大していくために、自転車の屋内保管や自転
車搬送の取次などのサービスを行っていただけるホテルや民宿などの宿泊施設を「サイクリストにやさし
い宿」として認定し、現在まで、66 施設（令和 3年 10 月末時点）から申し出があり、認定しています。

表 5-1．サイクルステーション一覧

図 5-1．サイクリストにやさしい宿　認定施設一例 図 5-2．サイクルステーション位置図

あわせて、平成 24 年度からサイクリング中に気軽に立ち寄って休憩する場所として、トイレや駐輪ス
ペース、スポーツサイクル対応空気入れの貸出などを無料で提供していただける飲食店やコンビニエンス
ストアなどを「自転車の休憩所」として認定しており、現在まで、198 施設（令和 3年 10 月末時点）か
ら申し出があり、認定しています。
今年度からは、サイクリストが自転車を車に載せて奈良に来ていただいて県内を周遊していただけるよ
うに、駐車場を無料で利用できる施設を「サイクリストにやさしい駐車場」として認定を始めました。こ
れまでに 5施設（令和 3年 10 月末時点）から申し出があり、認定しています。
本県では、中上級者のサイクリストだけでなく、サイクリングの経験が少ない方でも無理なく楽しんで
いただけるように受入環境の充実を推進しています。
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図 5-3．自転車の休憩所　認定施設一例

図 5-4．サイクリストにやさしい駐車場　概念図

図 5-5．サイクリストにやさしい駐車場　ロゴマーク 図 5-6．サイクリストにやさしい駐車場　認定施設位置図

６．おわりに

ウィズコロナにおける観光として、サイクルツーリズムなど屋外を中心としたスポーツやアクティビ
ティが注目されています。サイクルツーリズムとは、「サイクリング・自転車」と「観光・旅行」を組み
合わせたもので、自転車で移動しながら、地域の自然や地元の人々との交流、食事、温泉といったあらゆ
る観光資源を楽しむことを目的としています。
自転車を活用することで利用者の健康増進に役立つほか、CO2 を排出しないため環境にやさしく、自動
車から自転車へと移動手段が代わることで渋滞緩和につながるといった効果もあります。また、屋外で密
が回避出来るため、ウィズコロナでも観光振興が期待できます。
本県でも自転車だから気づく新たな奈良の魅力を楽しんでいただくため、サイクルツーリズムによる地
域活性化や観光振興の実現を目指しております。新型コロナウイルスが収束しましたら、是非とも奈良へ
来てサイクリングを楽しんでいただければと思います。


